
　　トピックス

世界遺産条約採択
40周年記念最終会合

　

最
終
会
合
に
は
、
イ
リ
ー
ナ
・
ボ
コ
バ 

ユ

ネ
ス
コ
事
務
局
長
や
キ
シ
ョ
ー
ル
・
ラ
オ 

世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
長
を
は
じ
め
ユ
ネ
ス
コ
関

係
者
、
ソ
ッ
ク
・
ア
ン
世
界
遺
産
委
員
会
議

長（
カ
ン
ボ
ジ
ア
副
首
相
）を
は
じ
め
世
界
遺

産
条
約
締
約
国
関
係
者
、
世
界
遺
産
委
員
会

の
諮
問
機
関
、
世
界
遺
産
に
関
す
る
専
門
家
、

関
係
行
政
機
関
、
一
般
参
加
者
な
ど
、
世
界

61
カ
国
、6
6
1
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
６
日
に
は
、
ま
ず
開
会
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
ボ
コ
バ
事
務
局
長
や
梶
原
康

弘
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
等
関
係
省
庁
か
ら

挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
千
玄
室
ユ
ネ
ス

コ
親
善
大
使
と
ソ
ッ
ク
・
ア
ン
世
界
遺
産
委

員
会
議
長
が
記
念
講
演
を
行
い
、
続
く
第
２

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
世
界
遺
産
条
約
の
歩

み
」と
題
し
て
、
条
約
の
創
設
期
に
関
わ
っ
た

学
識
経
験
者
等
に
よ
る
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ユ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
成
果
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ユ
ー
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
最
終
会
合
に
先
立
ち
、
外
務

省
及
び
立
命
館
大
学
の
共
催
に
よ
り
、
学
生
、

研
究
者
、
保
存
行
政
・
実
務
な
ど
世
界
遺
産

に
関
わ
る
13
カ
国
の
若
者
27
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
成
果
を「
ユ
ー

ス
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」※
１
と
し
て
ま
と

め
、
代
表
者
が
発
表
し
ま
し
た
。「
ユ
ー
ス
・

ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」で
は
、
若
者
の
世
界
遺
産

の
保
存
へ
の
参
加
意
欲
の
大
き
さ
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
対
し
て
、
こ
の

よ
う
な
若
者
の
意
欲
を
重
視
し
、
世
界
遺
産

の
保
存
に
お
け
る
若
者
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

と
参
画
を
支
援
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
若
者
の
こ
う
し
た
積

極
的
な
姿
勢
に
対
し
て
賞
賛
の
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。

　

第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
開

催
さ
れ
た「
世
界
遺
産
と
持
続
可
能
な
開
発

に
係
る
会
合
」、
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ア
ジ
ア
の
世
界
遺
産
サ
イ
ト
の

保
全
管
理
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
画
」な

ど
、
世
界
各
地
で
開
催
さ
れ
た
記
念
行
事
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
午
前
の
第
４
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
世

界
遺
産
条
約
の
現
在
」と
題
し
て
、
持
続
可
能

な
発
展
に
お
け
る
世
界
遺
産
の
役
割
や
、
防

開会セッション

敷田氏による知床での取組の報告

　世界遺産条約は、1972年（昭和47年）11月にユネスコに

おいて採択されました。本年（2012年）は、採択40周年の

節目にあたり、「世界遺産と持続可能な発展：ローカルコ

ミュニティの役割」をテーマに、世界各国において記念行

事が開催されました。

　林野庁、外務省、文化庁及び環境省は、ユネスコの協

力を得て、11月６日～８日に、京都市内において、こうし

た様々な記念行事を締めくくる最終会合を開催しました。

梶原農林水産大臣政務官による挨拶
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　　トピックス

 ユース・ステートメント  http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/culture/kyoryoku/youth_programme1211.html

 京都ビジョン  http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/culture/kyoryoku/kyoto_kaigo1211.html

● グローバルな規模での財源の確保。
● あらゆるレベルでの人材養成を含む、世界遺産と持続可能な開

発の支援に向けた、コミュニティに関する経験、グッド・プラ
クティスと知識の共有。

● 世界遺産への脅威に効果的に対応するための責任を分かち合
い、その持続可能な開発と全体的利益のために貢献すること。

● ポスト2015年開発目標の議論において、国際社会全体で、環
境的、文化的、社会経済的ニーズを考慮し、世界遺産を考慮に
入れること。

● 世界遺産に関わる全ての関係者の協力と連携を強化し、また、
遺産の保存保護が社会全体の持続可能な開発に資するよう、
地域社会と先住民、専門家、青年を世界遺産への推薦段階か
ら保存に参画させること。

● 無形文化遺産、文化的・創造的産業など、世界遺産以外の領
域を通じて、地域社会の持続性を確保すること。

● 世界遺産条約締約国会議において採択された「戦略的行動計画
2012〜2022」を優先的に実施すること。

災
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
災
害
復
興
に
つ
い
て
、

基
調
講
演
及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
知
床
世
界
自
然
遺
産
地
域
科

学
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
敷
田
麻
実
氏（
北
海

道
大
学 

観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー 

教
授
）

が
、
知
床
で
実
践
さ
れ
て
い
る
地
元
参
加
型

の
持
続
可
能
な
観
光
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
、
地
域
か
ら
の
提
案
を
取
り
入
れ
る
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
主
体
的
な
参
加
意
欲
の
向
上
と
、
能
力

開
発
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
っ
た
事
例
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、I
U
C
N
世
界
保

護
地
域
委
員
会
東
ア
ジ
ア
地
域
委
員
長
の
熊

谷
嘉
隆
氏（
国
際
教
養
大
学 

教
授
）が
、
自
然

災
害
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
近
年
の
被
災
者

の
９
割
、
被
害
額
の
８
割
が
ア
ジ
ア
に
集
中

し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
地
域
の
世
界
遺
産
は
自

然
災
害
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
や
、
森
林
は
、

津
波
の
軽
減
、
防
風
、
地
滑
り
の
緩
和
、
気

候
変
動
の
軽
減
な
ど
自
然
災
害
の
軽
減
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

７
日
午
後
の
第
５
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
世

界
遺
産
条
約
の
将
来
」と
題
し
て
、
条
約
履

行
の
た
め
の
人
材
育
成
や
普
及
・
啓
発
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
、
民
間
を
含
め
た
国
際

協
力
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
基
調

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

岩
槻
邦
男
氏（
兵
庫
県
立 

人
と
自
然
の
博
物

館 

館
長
）が
、
世
界
遺
産
は
、
一
般
の
人
に

と
っ
て
観
光
地
と
し
て
の
認
識
が
強
く
、
人

類
共
通
の
財
産
の
保
護
と
い
う
本
来
の
目
的

が
十
分
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
日
本
の

自
然
遺
産
で
実
施
さ
れ
て
い
る
関
係
行
政
機

関
や
関
係
団
体
か
ら
な
る
地
域
連
絡
会
議
と

そ
の
助
言
機
関
で
あ
る
学
識
経
験
者
か
ら
な

る
科
学
委
員
会
に
よ
る
連
携
・
協
働
の
管
理

体
制
は
、
遺
産
地
域
の
順
応
的
な
保
全
管
理

に
有
効
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
８
日
午
前
に
は
、
最
終
会
合
の

自然遺産のパネル展示

会場前の展示スペース

成
果
文
書
と
し
て
､
持
続

可
能
な
地
球
の
た
め
に
世

界
遺
産
の
果
た
す
役
割
や

世
界
遺
産
の
保
全
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
の

重
要
性
に
焦
点
を
当
て
た

「
京
都
ビ
ジ
ョ
ン
」※
２
が

と
り
ま
と
め
ら
れ
発
表
さ

れ
ま
し
た
。「
京
都
ビ
ジ
ョ

ン
」は
、
国
際
社
会
に
対
し

て
、
次
の
行
動
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

※1、※2　「ユース・ステートメント」・「京都ビジョン」の原文及び仮訳は、次の外務省ＨＰでご覧いただけます。

京都ビジョンポイント
このビジョンの実現に向け、参加者は、国際社会に対し、次の点を呼びかける。
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